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大寒の中、冷たい空気を受けながらお子さん達は頬や鼻を赤らめ、先生や友達とマラ

ソンはじめ縄跳びやおにごっこ等で身体を動かし元気いっぱいです。 

一年で最も空気が乾燥するこの時期、教室内の加湿・換気をするとともに、こまめな

「手洗い」「うがい」を行い感染病予防に努めていきます。 

 
☆壁面製作 

 ３学期に入り、お部屋の壁面が変わりました。 
 年長「将来の夢」 年中「金のがちょう」 年少「北風と太陽」 きりん「しろくま

のパンツ」と各クラスそれぞれをテーマとし、菓子箱、紙皿、布、ケント、ストロー、

スプーン、ボタン等の素材を組み合わせ、創造性豊かな作品を仕上げました。 
 来園の際はぜひご覧下さい。 
 
 
 
 
 
☆鬼の面製作 

 ２月３日の節分に向けて、鬼の面製作を行いました。お子さん達は「僕、強い鬼にす

る！」「角、何本にしようかな？」「私、泣き虫鬼をやっつけたいから、にこにこのお顔

の鬼にしよっと」と自分の中の鬼を意識しながら１人１人がオリジナルの鬼を製作して

いきました。 
 当日全園児で豆まきを行った後、お面は持ち帰ります。ご家庭でも「豆まき」をお楽

しみ下さい。 
 
 

☆ほし組 

 4 月からの小学校生活を目前に期待に胸を膨らませ「早く小学生になりたいな」とい

った会話が聞こえてきます。そんなお子さん達の今学期の壁面のテーマは「将来の夢」。 

「皆がこれから大人になってどんな素敵な人になるのかな？お仕事は何をして、どんな

人になるのかな？」という教師の言葉に対し「私はお医者さんになって病気の人を助け

たいな」「僕はお菓子が好きだからお菓子屋さんになりたい」とみんなの夢を発表しまし

た。その後、小箱や紙皿、モールなどを組み合わせて仕事の制服を模したり、飼育員に

なり飼育するぺんぎんを作ったりなどそれぞれ可愛らしい作品が完成しました。作品と



一緒にお子さんが将来の夢と自分の名前を書いた紙も飾って 

います。お子さん達が工夫を凝らした作品を来園の際には 

是非ご覧ください。 

 

 

☆ぺんぎん組  

 ぺんぎん組の３学期の壁面のテーマは「金のがちょう」です。教室で何度も読み聞か

せを行っている、お子さん達の大好きなお話です。「わぁー、どんどん人が繋がる」「こ

れで何人だろう？」とお話の世界入り、イメージを広げ製作に取り組んだお子さん達。

「洋服はドレスにしようかな」「僕はマントをつけよう」と 

ビーズ・リボン・布・折り紙等の素材を選び自分達が次々と 

繋がる様、手の形を工夫して作品を仕上げました。今後も様 

々な活動を通して創造性を育んでいきます。 

 

☆りす組  

 １１月より体育指導の中で「なわとび」に取り組んでいます。「お兄ちゃんみたいに沢

山跳べるようになりたい！」と皆はりきっています。 

 指導のなかでは、ただ縄を回して跳ぶだけではなく一本につなげた縄跳びの上をバラ

ンスをとりながら歩いたり、縄を２ツ折にして下に置き上下左右に跳んだりもしていま

す。 

 そして合言葉は「エプロン」（縄を前に回す）、「マント」 

（縄を後ろに回す）。回数を重ねる毎にゆっくり１回ずつ跳 

べるようになってきました。寒い日でも、マラソンや縄跳び 

で身体を温めながら元 

気いっぱい遊んでいます。 

 

☆きりん組 

 お天気の良い日には、気温や体感温度を考慮し、戸外遊びを行っています。最初は「寒

いから遊びたくな～い」「お外は嫌だ」とお部屋から出たがらないお子さんもいましたが、

毎日少しずつ行う事で今では「ファイト！ファイト！」と声を出してマラソンをしたり、

「１、２、３、４」と縄跳びを楽しむなど、身体を動かしながら寒さに負けない体力作

りに取り組む事が出来る様になりました。 

 遊んだ後は、しっかり「うがい」「手洗い」を行う事、又、「鼻をかむ」「爪を切る」「バ

ランスの良い食事」「衣服の調節」等、健康管理や身の回 

りの清潔についてもお話、意識づけ、習慣づけができる様 

進めています。 


